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財
政
状
況

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
総
額

188
億
９
千
600
万
円
で
、
最
終
処
分

場
整
備
事
業
等
の
終
了
に
よ
り
対

前
年
度
比
8.4
％
減
の
予
算
編
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
市
税
は
固
定
資
産

税
の
伸
び
が
あ
る
も
の
の
、
長
期

化
す
る
不
況
の
影
響
に
よ
り
市
民

税
が
落
ち
込
み
、
全
体
と
し
て
前

年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
収
入
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
普
通
地
方
交
付
税

は
、
交
付
税
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
4.9
％
の
減
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。歳

出
は
、
国
体
開
催
や
阿
佐
線

の
開
通
を
迎
え
、
そ
の
円
滑
な
運

営
を
目
指
す
た
め
に
関
連
事
業
の

充
実
に
努
め
る
一
方
、
地
域
の
活

性
化
や
住
民
に
身
近
な
生
活
・
社

会
基
盤
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、

消
防
庁
舎
建
設
事
業
、
介
護
予
防

拠
点
整
備
事
業
、
公
営
住
宅
建
替

事
業
等
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
少
子
化
・

高
齢
者
対
策
等
各
種
福
祉
施
策
の

拡
充
や
、
施
設
を
含
め
た
学
校
教

育
内
容
お
よ
び
環
境
対
策
の
充
実

に
も
努
め
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
を
活
用
し
、
各

種
施
策
を
推
進
し
て
い
く
一
方
、

財
政
状
況
は
極
め
て
厳
し
さ
を
増

す
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
積
極
的

に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。

防
災
関
係

南
国
市
地
域
防
災
計
画
の
地
震

対
策
編
の
見
直
し
は
、
県
と
の
整

合
性
を
図
る
た
め
、
平
成
14
年
度

に
修
正
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
は
、

現
在
40
組
織
結
成
し
て
い
ま
す
が
、

平
成
14
年
度
は
、
さ
ら
に
20
組
織

を
結
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

安
全
な
地
域
社
会
づ
く
り
に
向

け
、
総
合
的
な
防
災
対
策
の
推
進
、

通
信
体
制
の
整
備
促
進
、
消
防
の

対
応
力
の
強
化
、
消
防
団
の
充
実

強
化
、
自
主
防
災
活
動
の
活
性
化
、

救
急
救
助
業
務
の
充
実
・
高
度
化

な
ど
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

国
際
交
流

平
成
14
年
度
に
南
国
市
国
際
交

流
協
会
を
新
設
し
、
住
民
主
体
の

国
際
交
流
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
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３
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８
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、
第
291291 
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。
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浜
田
市
長
は
各
議
案
の
提
案
理
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に
先
立
ち
、
施
政
方
針
で
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市
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村

合
併
特
例
法
の
期
限
と
な
っ
て
い
る
平
成

合
併
特
例
法
の
期
限
と
な
っ
て
い
る
平
成
1717
年
３
月
に
向
け
て
、
本
年
は

年
３
月
に
向
け
て
、
本
年
は

重
要
な
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
合
併
問
題
は
、
最
終
的
に
は
住
民
が
決
め

重
要
な
時
期
と
な
っ
て
い
る
。
合
併
問
題
は
、
最
終
的
に
は
住
民
が
決
め

る
こ
と
で
あ
る
が
、
市
長
と
し
て
、
合
併
に
対
す
る
論
議
の
積
み
重
ね
や

る
こ
と
で
あ
る
が
、
市
長
と
し
て
、
合
併
に
対
す
る
論
議
の
積
み
重
ね
や

基
本
的
な
方
向
性
を
欠
い
た
ま
ま
、
住
民
の
皆
様
に
決
め
て
く
だ
さ
い
と

基
本
的
な
方
向
性
を
欠
い
た
ま
ま
、
住
民
の
皆
様
に
決
め
て
く
だ
さ
い
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
庁
内
的
に
も
合
併
問
題
の
研
究

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
庁
内
的
に
も
合
併
問
題
の
研
究

を
進
め
、
早
い
時
期
に
合
併
に
対
す
る
是
非
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性
を

を
進
め
、
早
い
時
期
に
合
併
に
対
す
る
是
非
に
つ
い
て
、
そ
の
方
向
性
を

示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
「
よ
さ
こ
い
高
知
国
体
」
の
開
催
年

示
し
た
い
と
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え
て
い
る
。
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催
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と
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主
役
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キ
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ッ
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フ
レ
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に
当
た
り
「
ひ
と
り
ひ
と
役
み
ん
な
が
主
役
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

市
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組
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た
い
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と
平
成

市
民
総
参
加
の
国
体
運
営
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
』
と
平
成

1414
年
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市
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運
営
に
対
す
る
所
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を
述
べ
ま
し
た
。
　

年
度
に
向
け
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市
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に
対
す
る
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。
　

　
新
年
度
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主
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事
業
や
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
あ
ら
ま
し
を
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介

　
新
年
度
の
主
な
事
業
や
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
あ
ら
ま
し
を
紹
介

い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。
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人
権
問
題

平
成
14
年
度
か
ら
、
新
た
に

「
じ
ん
け
ん
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
に
取
り
組
み

ま
す
。

女
性
問
題
は
、
平
成
12
年
度
か

ら
取
り
組
ん
で
い
た
男
女
共
同
参

画
推
進
施
策
、「
な
ん
こ
く
男
女
共

生
か
が
や
き
プ
ラ
ン
」
が
こ
の
３

月
に
で
き
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

同
和
問
題
は
、
県
の
「
部
落
差

別
を
な
く
す
る
運
動
強
調
旬
間
」

に
合
わ
せ
て
、
市
民
、
職
員
を
対

象
と
す
る
啓
発
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

道
路
改
良

継
続
事
業
と
し
て
、
国
庫
補
助

事
業
市
道
中
島
１
号
線
を
整
備
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
14
年
度
着
工

新
規
採
択
国
庫
補
助
事
業
、
緊
急

地
方
道
路
整
備
事
業
市
道
南
国
212

号
線
外
山
川
第
１
橋
の
架
け
替
え

工
事
を
行
い
ま
す
。

阿
佐
線
対
策
事
業
市
道
後
免
町

駅
舟
入
川
線
新
設
工
事
等
の
市
単

独
道
路
改
良
事
業
に
つ
い
て
も
、

継
続
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

事
務
事
業
評
価
を
継
続

平
成
13
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
事
務
事
業
評
価
」
は
、
職
員

の
意
識
改
革
、
費
用
対
効
果
の
評

価
な
ど
、
地
方
分
権
に
対
応
す
る

行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
し

て
、
平
成
14
年
度
も
全
庁
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

保
健
事
業

「
健
康
日
本
21
」
が
制
定
さ
れ
て

２
年
が
経
過
し
、
全
国
各
地
で
新

し
い
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の

が
、「
健
康
寿
命
」
の
延
伸
を
図
る

た
め
の
諸
施
策
で
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
法
で
定
め

ら
れ
た
各
種
健
（
検
）
診
事
業
や

予
防
接
種
事
業
に
加
え
、「
禁
煙
教

室
」、「
生
活
習
慣
病
予
防
教
室
」

な
ど
の
多
く
の
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

平
成
14
年
度
は
、
母
子
保
健
計

画
の
見
直
し
の
年
で
す
。
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
を
密
に
し
、
実

効
性
の
あ
る
計
画
の
作
成
に
努
め

ま
す
。

介
護
保
険
事
業

平
成
15
年
度
か
ら
向
こ
う
３
カ

年
の
介
護
保
険
給
付
の
円
滑
な
実

施
を
確
保
す
る
た
め
、
基
本
的
な

指
針
と
な
る
第
２
期
介
護
保
険
事

業
計
画
を
平
成
14
年
度
に
策
定
し

ま
す
。

戸
籍
事
務
の
電
算
化

平
成
14
年
９
月
の
本
稼
動
に
向

け
て
準
備
を
進
め
ま
す
。

戸
籍
の
登
録
お
よ
び
謄
抄
本
の

作
成
・
交
付
な
ど
の
「
公
証
」
事

務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

黒
滝
地
区
に
研
修
、

宿
泊
施
設
完
成

山
村
地
域
の
環
境
保
全
と
機
能

向
上
を
目
的
と
す
る
研
修
、
宿
泊

施
設
が
平
成
13
年
度
中
に
完
成
し
、

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。
こ
の
施
設
の
利
用
に
つ
い

て
、
市
内
外
の
多
く
の
方
々
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
Ｐ
Ｒ
に

努
め
ま
す
。

「
後
免
町
再
開
発
事
業
」

中
止後

免
町
再
開
発
事
業
は
、
去
る

12
月
議
会
で
一
時
凍
結
の
判
断
を

し
、
組
合
設
立
認
可
申
請
書
を
留

保
し
て
い
ま
し
た
が
、
準
備
組
合

か
ら
、
県
知
事
に
申
請
し
て
ほ
し

い
旨
の
要
請
を
受
け
、
市
は
財
政

的
な
理
由
で
、
予
定
し
て
い
た
公

共
施
設
（
保
留
床
）
の
買
取
り
が

で
き
な
い
と
の
意
見
書
を
添
付
し
、

準
備
組
合
役
員
と
共
に
、
県
知
事

に
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

書
類
審
査
の
結
果
、
２
月
21
日

付
で
不
認
可
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

長
年
取
り
組
ん
で
き
た
「
後
免
町

第
一
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
」
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り
は
、

今
後
、
都
市
計
画
街
路
南
国
駅
前

線
を
沿
道
整
備
街
路
事
業
と
し
て

整
備
す
る
こ
と
を
優
先
し
、
地
元

準
備
組
合
を
含
む
中
心
市
街
地
関

係
者
は
も
と
よ
り
、
市
民
レ
ベ
ル

で
議
論
し
て
い
き
ま
す
。


